最高裁判所御中
生活保護の老齢加算廃止を

違法とする判決を求める要請書

【要請趣旨】
大阪高裁は「生活保護の老齢加算を元にもどして欲しい」という私たちの願いを無視し、2012年3月14日不当な判決を言い渡しました。
2010年6月14日福岡高裁では、同じ取り消し訴訟の事件で原告勝訴の判決が言い渡されています。福岡高裁の判決は理路整然と生活保護老齢加算廃止の違法性を明らかにしていて、私たち国民の感情と一致するものです。これに対し大阪高裁判決は、原告の生活実態を見ようとしていない、むしろあえて目をそらしたかのような冷徹な判決で、国、厚生労働省の行き過ぎをいさめるという司法の役割を放棄しています。
最後のセーフティーネットである生活保護の基準を切り下げることは、公的に保障を約束した「健康で文化的な最低限度の生活」の水準を切り下げることにほかならず、人間らしい生活を切り捨てることです。

最高裁判所におかれましては、２割も減らされた高齢者の生活水準を元に戻すよう、高齢者に温かい判決を出していただくことをお願いします。
【要請項目】

大阪高裁判決を破棄し老齢加算の廃止を違法とする判決を下して下さること。
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＊この署名は最高裁に提出する以外に使用しません。
京 都 生 存 権 裁 判 を 支 え る 会

全京都生活と健康を守る会連合会

〒600-8893　京都市下京区西七条御領町76
電話075-311-9385　FAX075-311-9400
